
図面の見方について
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図面の見方のポイント
【建築編・電気設備編・機械設備編】



竣工図面

建築

杭打工事 構造図

建築工事 意匠図

機械設備

給排水設備

暖房換気設備
設備図

電気設備

強電設備

弱電設備

外構

図面の見方のポイント【建築編】

• 建物などを建築する際に作成し、建築工事はこの「設計図
面」に従って進めていきます設計図面

•工事を進めていく過程の中で、発注者からの要望や技術
的な理由で大なり小なりの変更が生じることがあり、その
変更部分について「設計図面」を修正した図面

竣工図面
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図面の見方のポイント

敷地内の建物や設備などを把握しておきましょう

建築編

3



図面名：配置図、案内図

体育館

食堂
厨房

本館

新館

焼却炉

物置

受水槽・給水ポンプ室 ｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

駐車場

駐車場
駐車場

図面の見方のポイント 建築編
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図面の見方のポイント

外部仕上表

建築編

内部仕上表

室名 床

壁

床高

巾木

巾木高

天井

CH（天井高）
例えば、CH=2700とは
床面から天井下面まで
の高さ（ｼｰﾘﾝｸﾞﾊｲ）

備考：造り付け品など廻縁

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

室名札

図面名：仕上表

ＦＬ＝-50（床の高さ
が廊下や他の室より
50mm下がっている）

男子洗面所

FL=0とは床の高さが0（基準高さ）

室名：大研修室、床：カーペットタイル ｱ7.0、床高：FL 0、巾木：木製OP、巾木高：H=100、壁：ビニールクロス 石膏ボードｱ12
天井：ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ ｱ40 ｶﾞﾗｽｸﾛｽｼｽﾃﾑ天井600×600、CH（天井高）：3100、廻縁：ｱﾙﾐ製、ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：ｱﾙﾐ製、室名札：平付型
備考：電動遮光ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ 電動VPｽｸﾘｰﾝ・ﾎﾞｯｸｽ 演台 花台 上下可動式ﾎﾜｲﾄボード
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図面の見方のポイント 建築編

LGS（Light Gauge Steel）は、軽量鋼製下地材のことで、室内の間仕切壁に使用されます。非耐力壁です。

LGS壁

コンクリート壁

凡例



図面の見方のポイント

図面名：2階平面図

コンクリート壁

LGS壁（非耐力壁）

軽量鉄骨材により下地を組みます

石膏ボードを貼り付けます

仕上げ（ビニルクロス等を貼ります）

ＬＧＳ壁の工程

建築編
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図面の見方のポイント

図面名：屋根伏図

ＲＤ（ルーフドレン）とは、屋根面に設ける雨水用の排水金物のことで、
雨水と一緒に入ってくる土砂や木の葉などの雨水管への流入を防ぐ

図面名：屋根伏図



図面の見方のポイント

図面名：立面図

建築編
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図面の見方のポイント

図面名：断面図

配管ピット：横引きの配管を引き回すスペース

1階 1階

1階

2階

2階 2階

3階

3階 3階

建築編
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図面の見方のポイント 建築編

図面名：大研修室 平面詳細図



図面の見方のポイント

図面名：矩計図

建築編
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図面の見方のポイント

図面名：建具キープラン図

建築編
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図面の見方のポイント

図面名：建具表

建築編
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図面の見方のポイント 電気設備編

図面名：幹線・動力・コンセント設備

ＰＳ（パイプシャフト）
地下から１階、２階、３階・・・と上下に走る電線、給排水管
の経路
図面を見て、水や電気、空気がどのように流れているか
確認するときに役立ちます。

分電盤
ブレーカなどが納
まっています。

コンセント設置位置
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図面の見方のポイント 電気設備編

図面名：照明設備

例えば、この区画（談話ホール）は、

が８台 が４台あり、種類は

また、 は、非常用
照明を表しています。

上の図と同様に、演習室４は、

が１２台 ２台あり、種類は、
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図面の見方のポイント 電気設備編

図面名：弱電設備

拡声設備

ＴＶ端子

時計

電話
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図面の見方のポイント 電気設備編

図面名：自動火災報知設備

熱感知器

煙感知器
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図面の見方のポイント 機械設備編

図面名：平面図

ＰＳ（パイプシャフト）
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図面の見方のポイント 機械設備編

図面名：便所詳細図

拡大図

ＰＳ（パイプシャフト）

水抜栓
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図面の見方のポイント 機械設備編

図面名：平面図

器機表抜粋



22

図面の見方のポイント

図面名：平面図（換気）

換気設備

機械設備編


